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林
野
労
組

　

新
規
採
用
者

と
の
交
流
を
企

画
す
る
と
き
か

ら
「
若
手
が
辞

め
な
い
職
場
と

は
」
を
意
識
し

て
き
た
。
単
に

給
与
や
制
度
が
整
っ
て
い
る
だ
け

で
は
、
な
ん
だ
か
成
り
立
た
な
い

時
代
▼
も
ち
ろ
ん
処
遇
は
重
要
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
「
自
分
が
こ
の

職
場
で
成
長
で
き
る
」
と
感
じ
ら

れ
る
の
が
重
要
か
な
と
▼
日
々
の

業
務
の
中
で
、
仕
事
の
意
味
が
見

え
、
適
切
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
。

困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
組
織

が
あ
り
、
安
心
し
て
挑
戦
で
き
る

こ
と
。
こ
う
し
た
何
層
も
の
後
方

支
援
が
、
職
場
へ
の
信
頼
を
生
む

と
考
え
て
い
る
▼
一
方
で
、
指
導

す
る
側
も
難
し
い
時
代
に
あ
る
。

過
度
な
関
与
は
敬
遠
さ
れ
る
が
、

放
任
は
不
安
を
招
く
▼
た
く
さ
ん

の
笑
い
声
が
あ
っ
た
交
流
会
。

「
若
手
が
辞
め
な
い
職
場
の
答
え
」

が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
と
微
か

な
手
応
え
。
こ
の
気
持
ち
を
言
葉

に
す
る
の
は
難
し
い
け
ど
、
と
り

あ
え
ず
今
は
「
楽
し
ん
で
く
れ
て

あ
り
が
と
な
」
と
伝
え
た
い
。

 

（
松
ボ
ー
）

年輪

の匠匠 ワン
シトョッシシシトョッ

たくみたくみ

「る！る？るり…ルリナカボソタマムシ」
（撮影者　田村　拓也：大隅分会）

「匠の一言」
　大隅では初夏にみられる宝石のような昆
虫です！

　

冒
頭
、
加
藤
地
本
委
員
長
か
ら

「
オ
ル
グ
等
を
通
じ
て
、
多
く
の
組

合
員
よ
り
様
々
な
課
題
が
報
告
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
ど
れ
も
が
切
実
な
も

の
で
あ
る
。
一
気
に
解
決
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
少
し
ず
つ
前
に
進
め

て
い
く
た
め
、
本
日
は
求
め
て
い

く
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
交
渉
に
入
り

ま
し
た
。

　

交
渉
事
項
と
し
て
は
、

１
．
２
０
２
６
年
度
事
業
運
営
に
つ

い
て

２
．
国
有
林
野
事
業
の
実
行
体
制
の

確
保
等
に
つ
い
て

３
．
労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

４
．
赴
任
旅
費
及
び
山
上
等
作
業
手

当
の
拡
充
等
に
つ
い
て
交
渉
を
行
い

ま
し
た
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
、

　
「
生
産
・
林
道
等
、
各
種
事
業
に

必
要
な
予
算
の
確
保
」「
現
場
系
期

間
作
業
職
員
の
予
算
確
保
」「
空
席

ポ
ス
ト
の
解
消
と
要
員
確
保
」「
若

手
職
員
の
昇
格
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る

た
め
、
林
野
庁
体
系
に
沿
っ
た
在
級

期
間
の
整
備
」「
２
Ｇ
森
林
事
務
所

へ
の
確
実
な
人
員
配
置
」「
新
規
採

　

第
97
回
メ
ー
デ
ー
鹿
児
島
県
中
央

集
会
が
４
月
29
日
、
鹿
児
島
市
の

「
か
ん
ま
ち
あ
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
か
ら
多
く
の
働
く
仲

間
が
集
い
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

連
合
鹿
児
島
の
海
蔵
会
長
が
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
働
く
者
を
取
り
巻
く
現

状
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、「
働
き
方
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
る
一
方
で
、
昨
年
の
労
災
申
請
件

数
は
過
去
最
多
と
な
り
、
過
労
死
も

依
然
と
し
て
な
く
な
っ
て
い
な
い
。

生
活
時
間
を
削
り
な
が
ら
働
か
ざ
る

を
得
な
い
社
会
構
造
を
見
直
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
働
き
、
豊
か
に
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
力
を
合

わ
せ
よ
う
」
と
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
職
場
に
お
い
て
も
、
定

員
不
足
や
業
務
の
複
雑
化
な
ど
に
よ

り
、
一
人
ひ
と
り
の
負
担
が
増
し
て

い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
の

整
備
や
、
働
く
者
の
声
を
職
場
や
社

会
に
届
け
る
組
織
の
役
割
が
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　

集
会
で
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
に
続

き
、
平
和
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
す

べ
て
の
働
く
仲
間
が
安
心
し
て
働
き
、

暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す

「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
、
働

く
者
・
生
活
者
を

優
先
し
た
政
策
の

実
現
を
求
め
る
意

思
を
参
加
者
全
員

で
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
「
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で

集
会
を
締
め
く
く

り
、
働
く
仲
間
と

の
連
帯
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

　

賃
金
や
労
働
条

件
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平

和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
次

の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
も
、

今
回
の
メ
ー
デ
ー
で
確
認
さ
れ
た
思

い
を
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
取
り
組

み
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

（
江
口
通
信
員　

鹿
児
島
分
会
）

用
者
の
確
保
」「
沖
縄
署
の
治
山
総

括
ポ
ス
ト
お
よ
び
都
城
支
署
の
次
長

級
ポ
ス
ト
の
設
置
」「
労
働
災
害
の

未
然
防
止
に
向
け
た
対
策
」「
離
島

へ
の
異
動
の
際
、
自
家
用
車
運
搬
費

用
を
完
全
対
象
と
す
る
こ
と
」「
山

上
手
当
の
適
用
要
件
の
拡
充
」「
再

任
用
職
員
へ
の
赴
任
旅
費
お
よ
び
赴

任
期
間
の
設
置
」「
短
時
間
再
任
用

職
員
へ
の
宿
舎
貸
与
」
等
、
こ
れ
ま

で
組
合
員
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
か
ら
は

１
．
２
０
２
６
年
度
事
業
に
伴
う
各

種
予
算
に
つ
い
て
は
、
九
州
局
の
実

情
を
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
、
必
要

予
算
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
生
産
事
業
83
・

９
億
円
（
対
前
年
度
比
１
０
３
％
）、

造
林
事
業
34・９
億
円
（
１
２
１
％
）、

林
道
事
業
16・５
億
円
（
１
１
６
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
一
定
の
予
算
は
確

保
で
き
た
と
こ
ろ
。
引
き
続
き
職
員

の
負
担
軽
減
も
考
慮
し
な
が
ら
、
確

実
に
実
行
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
現
場
系
の
基
幹
業
務
職
員

に
つ
い
て
は
、
各
署
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
て
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

２
．
国
有
林
野
事
業
の
実
行
体
制
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
化
以
前
と
比

べ
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
と
認
識

し
て
い
る
。
適
正
な
職
員
の
配
置
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
引
き
続
き
新

規
採
用
者
や
選
考
採
用
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
２
Ｇ
の
森
林
事
務
所
へ
の

実
員
配
置
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
参
り
た
い
。

　

人
事
院
規
則
改
正
に
伴
い
在
級
期

間
表
が
廃
止
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

現
在
、
大
臣
官
房
秘
書
課
に
お
い
て

昇
格
運
用
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
。
国
有
林
野
事
業
の
実
態

を
踏
ま
え
た
昇
格
基
準
と
な
る
よ
う
、

林
野
庁
へ
働
き
か
け
る
。

　

沖
縄
署
の
治
山
総
括
、
都
城
支
署

の
次
長
級
ポ
ス
ト
の
設
置
に
つ
い
て

も
林
野
庁
へ
進
達
す
る
。

３
．
労
働
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

当
局
と
し
て
危
惧
す
べ
き
状
況
と
認

識
し
て
お
り
、
基
本
事
項
や
法
令
遵

守
の
徹
底
に
つ
い
て
、
当
局
の
で
き

る
最
大
限
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
災
害
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

４
．
自
家
用
車
の
運
搬
費
用
、
山
上

等
作
業
手
当
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

規
則
等
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
林
野
庁
単
独
で
の
解
決
は

難
し
い
が
、
引
き
続
き
実
態
を
交
え

な
が
ら
伝
え
て
い
く
。

　

以
上
、
一
定
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
各
種
課
題
の
解

消
に
向
け
て
は
、
労
使
で
意
思
疎
通

を
図
り
協
議
し
て
い
く
事
を
確
認
し
、

交
渉
を
終
了
し
ま
し
た
。

６
月
９
日　

連
合
九
州
Ｂ
代
表
者
会

議

６
月
18
日　

会
計
監
査

６
月
19
日　

全
国
代
表
者
会
議

６
月
22
日
〜
７
月
10
日
ま
で

　
　
　
　
　

本
部
・
地
本
オ
ル
グ

７
月
４
日　

全
国
共
済
理
事
会

７
月
11
日
〜
７
月
12
日
ま
で

　
　
　
　
　

第
22
回
地
本
定
期
大
会

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

安心して暮らせる社会を
目指して

～鹿児島県中央集会～

　

４
月
22
日
（
水
）、
地
本
は
団
体
交
渉
を

実
施
し
ま
し
た
。
空
席
ポ
ス
ト
や
要
員
課
題
、

労
働
安
全
に
係
わ
る
課
題
な
ど
、
す
ぐ
に
解

決
で
き
る
課
題
は
少
な
い
で
す
が
、
分
会
か

ら
託
さ
れ
た
思
い
を
乗
せ
、
交
渉
の
場
へ
。

鹿児島分会の若手からベテランまで

当
面
の
行
動

個の声が社会に届く瞬間

組合員の意見を確実に届ける

現場の意見を置き去りにしない
～林野労組九州地本団体交渉～
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３分でわかる○○のコーナー

「仕事も趣味も新たにチャレンジ」
木下　広睦さん（宮崎分会）

　

今
回
、
宮
崎
分
会
か
ら
は
木
下

広
睦
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

木
下
さ
ん
は
福
井
県
福
井
市
出

身
。
東
京
農
業
大
学
を
卒
業
後
、

令
和
５
年
度
に
関
東
森
林
管
理

局
・
天
竜
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
さ
ら
に
幅
広
い
業
務

に
携
わ
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

令
和
７
年
度
に
宮
崎
森
林
管
理
署

へ
赴
任
。
現
在
は
生
産
担
当
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

着
任
初
年
度
は
上
司
と
と
も
に
、

積
算
か
ら
支
払
い
ま
で
幅
広
い
業

務
を
担
当
。
慣
れ
な
い
業
務
に
苦

労
し
な
が
ら
も
、
生
産
量
の
目
標

を
無
事
達
成
。
２
年
目
と
な
る
現

在
は
、
業
務
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的

な
存
在
と
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い

ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
小
・

中
・
高
校
時
代
に
打
ち
込
ん
だ

サ
ッ
カ
ー
経
験
を
活
か
し
、
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
や
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー

ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
イ
ク
や
ゴ
ル
フ
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
サ
ー
フ
ィ
ン
、
家
庭
菜
園
な

ど
多
趣
味
な
一
面
も
持
っ
て
い
ま

す
。
特
に
サ
ー
フ
ィ
ン
は
今
年
５

月
か
ら
青
島
海
岸
で
練
習
を
始
め

た
よ
う
で
、「
パ
ド
リ
ン
グ
で
筋

肉
痛
が
ひ
ど
い
」
と
苦
笑
い
し
な

が
ら
も
、
新
し
い
挑
戦
を
楽
し
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。

　

家
庭
菜
園
で
は
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ピ
ー
マ
ン
、

ス
イ
カ
な
ど
を
育
て
て
お
り
、
今

年
は
自
分
で
育
て
た
ス
イ
カ
で
ス

イ
カ
割
り
を
す
る
こ
と
が
目
標
と

の
こ
と
。

　

新
た
な
環
境
の
中
で
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
公
私
と
も
に
充
実
し

た
日
々
を
送
る
木
下
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
持
ち
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
で
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

 

（
宮
崎
分
会
：
柿
田
通
信
員
）

　
「
奨
学
金
の
返
済
は
、
卒
業
し
た

ら
ず
っ
と
同
じ
条
件
」
そ
う
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

実
は
今
、
金
利
上
昇
の
影
響
で
、

日
本
学
生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｏ
）
の
奨
学
金
と
、
九
州
ろ
う
き
ん

の
教
育
ロ
ー
ン
の
金
利
が
逆
転
す
る

ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
第
二
種
奨
学
金
（
利
息
あ

り
）
を
利
用
し
て
い
る
方
は
要

チ
ェ
ッ
ク
。
現
在
の
金
利
は
、
固
定

方
式
で
２
・
５
％
前
後
、
見
直
し
方

式
で
も
１
・
７
％
前
後
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
九
州
ろ
う
き
ん
で
は
、
組

合
員
は
１
・
０
％
な
の
で
、
返
済
負

担
を
大
き
く
軽
減
で
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
残
高
３
０
０
万
円
・
返

済
期
間
20
年
の
場
合
、
借
り
換
え
に

よ
っ
て
約
50
万
円
減
る
試
算
も
。
さ

ら
に
、
ろ
う
き
ん
で
は
保
証
人
が
不

要
な
の
で
、
こ
れ
ま
で
保
証
人
を
立

て
て
い
た
場
合
、
そ
の
負
担
も
解
消

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
借
り
換
え
に
は
注
意
点

も
あ
り
ま
す
。「
返
還
期
限
猶
予
制

度
（
返
済
の
一
時
停
止
）」
が
利
用

で
き
な
く
な
る
ほ
か
、
人
に
よ
っ
て

は
返
済
総
額
が
増
え
る
場
合
も
あ
る
。

そ
の
た
め
、「
お
、
す
ぐ
借
り
換
え

よ
」
で
は
ダ
メ
。

　

ま
ず
は
自
分
の
返
済
状
況
を
把
握

す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ち

な
み
に
、
自
分
の
利
息
の
確
認
の
や

り
方
が
不
明
な
方
、
分
会
執
行
部
か

ろ
う
き
ん
担
当
者
へ
相
談
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

物
価
も
金
利
も
上
昇
す
る
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
お
金
の
こ
と
は
早
め
の

情
報
収
集
が
大
切
で
す
。
奨
学
金
を

返
済
中
の
方
は
、
一
度
ご
自
身
の
金

利
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

毎
月
数
百
円
の
差
で
も
、
10
年
、

20
年
と
積
み
重
な
れ
ば
大
き
な
違
い

に
な
り
ま
す
。「
知
ら
な
か
っ
た
」

で
損
を
し
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
。

宮崎での仕事も全力で楽しんでいます

～今こそ見直したい！「借り換え」という選択肢～

２
０
２
６
新
規
組
合
員
紹
介
と

  
　

5.20
新
採
交
流
会
の
様
子

設
問
は
以
下
の
と
お
り　

①
出
身
地　

②
出
身
校　

③
趣
味
・
特
技　

④
尊
敬
す
る
人　

⑤
好
き
な
言
葉

局
分
会

①
熊
本
県　

②
熊
本
大
学

③
趣
味
…
公
園
巡
り
、
ひ
と
り
カ
ラ

オ
ケ　

特
技
…
吹
奏
楽
（
サ
ッ
ク

ス
）、
ピ
ア
ノ

④
母
、
稲
盛　

和
夫

⑤
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず

局
分
会

①
福
岡
県

②
博
多
高
校

③
ゲ
ー
ム

④
父
親

⑤
為
せ
ば
成
る

大
分
分
会

①
沖
縄
県

②
沖
縄
国
際
大
学

③
散
歩

④
冷
静
に
物
事
を
判
断
で
き
る
人

⑤
あ
り
が
と
う

宮み
や

原は
ら　

魁か
い
夢む

小お

野の　

聡さ
と
美み

冨ふ

里さ
と　

祐ゆ
う

輔す
け

（
高
卒
）

（
選
考
）

（
選
考
）

選考採用組：困ったときに頼れる仲間が、もう隣にいる

高卒組２：数年後、この一枚が宝になるよ

大卒組２：同期の桜、大切に育てていきます

大卒組１：女子、盛り上がってます‼

高卒組１：総合職の先輩とも交流を深めましたー

局
分
会

①
長
崎
県

②
鹿
児
島
大
学

③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

④
大
谷　

翔
平

⑤
公
正

局
分
会

①
福
岡
県

②
宮
崎
大
学

③
ゲ
ー
ム

④
庵
野　

秀
明
・
山
口　

一
郎

⑤
命
あ
っ
て
の
物
種

局
分
会

①
宮
崎
県

②
宮
崎
大
学

③
読
書（
小
説
・
漫
画
等
）、
ゲ
ー
ム

④
母

⑤
足
る
を
知
る

梶か
じ

山や
ま　

嵩た
か

将ま
さ

諌い
さ

山や
ま　

佑ゆ
う
汰た

近こ
ん

藤ど
う　

晴は
る
輝き

（
大
卒
）

（
大
卒
）

（
大
卒
）

局
分
会

①
福
岡
県

②
鹿
児
島
大
学

③
ド
ラ
マ
鑑
賞
・
フ
ル
ー
ト

④
野
木　

亜
紀
子
（
脚
本
家
）

⑤
有
言
実
行

局
分
会

①
熊
本
県

②
熊
本
大
学

③
少
し
絵
が
描
け
る
。
キ
ン
肉
マ
ン

と
ウ
ル
ト
ラ
シ
リ
ー
ズ
が
好
き
で
す
。

④
細
川　

忠
利

⑤
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

局
分
会

①
熊
本
県

②
熊
本
県
立
大
学

③
テ
ニ
ス
・
読
書

④
マ
リ
ー
・
キ
ュ
リ
ー

⑤
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

田た
な

中か

ひ
か
る

山や
ま

形が
た

紗さ

妃き

子こ

竹た
け

隈く
ま　

仁ひ
と
美み

（
大
卒
）

（
大
卒
）

（
大
卒
）


